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春
の
訪
れ
を
告
げ
る

４
月
７
日
に
刺
巻
水
ば
し
ょ
う
祭
り
が
開
幕
し
、
仙
北
市
の
花
ま
つ

り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
冬
か
ら
春
の
季
節
を
迎
え
、
数
々
の
花

が
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）



旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

秋田県議会議員一般選挙（仙北市選挙区）

佐藤雄孝氏無投票当選

　

４
月
７
日
執
行
の
秋
田
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
で
、仙
北
市
選
挙
区
（
定

数
１
）
は
、
立
候
補
者
が
佐
藤
雄
孝

氏
１
人
の
た
め
、
無
投
票
で
当
選
が

決
ま
り
ま
し
た
。

《
経
歴
》
大
曲
農
業
高
卒
。
平
成
元

年
９
月
西
木
村
議
会
議
員
。
同
９
年

３
月
西
木
村
収
入
役
。
同
13
年
７
月

西
木
村
助
役
。
同
21
年
10
月
か
ら
秋

田
県
議
会
議
員
。

次は目指せ交通死亡事故ゼロ1,000 日！
仙北市が730日を達成

草
彅
作
博
仙
北
地
域
振
興
局
長
（
前
列
左
）
と
若

月
浩
志
仙
北
警
察
署
長
（
前
列
右
）
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　仙北市は平成 29 年 3 月 8 日から交通死亡事故ゼロを継続し、
平成 31 年 3 月 7 日に 730 日を達成しました。
　3 月 25 日、市役所田沢湖庁舎で仙北地区交通安全協会をはじ
め関係団体が出席し、秋田県知事表彰と秋田県警察本部長顕彰の
伝達式が行われました。
　草彅作博仙北地域振興局長は「今回の表彰は関係団体の皆さん
の取り組みと市民の皆さんの日常的な心がけによるものです。ま
た、観光客も多く訪れる中、標語や看板がしっかりと機能して、
街にも交通安全への意識が高いという雰囲気があるので、気をつ
けているのだと思います」と、話しました。
　次は 1,000 日達成で表彰がありますので、皆さんより一層の交
通安全を心がけ、交通死亡事故ゼロ 1,000 日を目指しましょう。

　

3
月
30
日
、
仙
北
市
出
身
の
和
楽

器
兄
弟
ユ
ニ
ッ
ト
あ
ん
ど
う
兄
弟
の

安
藤
恵
介
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
打

楽
器
＆
篠
笛
ユ
ニ
ッ
ト 

音
打
屋
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
仙
北
市
民

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
ま
は
げ
が
客
席
を
練
り
歩
き
な

が
ら
の
太
鼓
演
奏
に
始
ま
り
、
太
鼓

と
篠
笛
や
外
国
の
民
族
楽
器
な
ど
を

使
っ
た
多
彩
な
演
奏
に
、
訪
れ
た
約

80
人
の
観
客
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

迫
力
の
演
奏
に
魅
了

打
楽
器
＆
篠
笛
ユ
ニ
ッ
ト 

音お

と

だ

や

打
屋

仙
北
市
民
会
館
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

篠
笛
、
太
鼓
を
演
奏
し
た
岩
澤
将

志
さ
ん
は
「
仙
北
市
で
演
奏
す
る
の

は
久
し
ぶ
り
で
、
い
い
機
会
を
い
た

だ
い
た
。
楽
し
く
演
奏
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
、
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ス
テ
ー

ジ
上
に
観
客
席
が
設
置
さ
れ
た
た
め

観
客
と
演
者
の
距
離
が
近
く
、
迫
力

の
あ
る
音
と
と
も
に
ト
ー
ク
や
演
奏

に
笑
い
も
混
ぜ
た
楽
し
い
1
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

篠笛の音色がステージに響きわたり、思わず聞き入ってしま
います。

なまはげの太鼓演奏は圧巻。

花
花の咲き進み状況を
随時更新しています！

あきた花紀行 2019 検索
仙北市の　　まつり

刺巻水ばしょう祭り

国道 46 号沿いのハンノキ林に囲まれた約 3ヘ
クタールの刺巻湿原に水ばしょうが一面に咲き
誇ります。木道が整備されているので気軽に散
策しながら、花を間近で楽しむことができます。
会場では郷土芸能の発表や特産品販売・お食事
コーナーもあります。

期間   4 月 7 日㈰～ 5 月 5 日㈰㈷
場所   田沢湖刺巻湿原

問   仙北市田沢湖観光情報センター
　　　　「フォレイク」　☎ 43-2111

かたくり群生の郷

20 ヘクタールにもおよぶ広大な敷地に、可憐な
かたくりの花が群生しています。その規模・密
度ともに日本最大級といわれ、うつむきかげん
に一斉に花開く様子は、まるで薄紫色の絨毯を
敷き詰めたかのような美しさです。かたくり館
にはお食事・お土産コーナーも開設されます。

期間   4 月 20 日㈯～ 5 月 3 日㈮㈷
場所   西木町小山田字八津・鎌足地区

入園料   大人（高校生以上）300 円
問   西木観光案内所　☎ 42-8480

角館の桜まつり

武家屋敷通りには、黒板塀に映えるシダレザク
ラが連なり、町内の約 400本のうち162本が国
の天然記念物に指定されています。桧木内川堤
には、約2キロメートルにわたってソメイヨシノ
が桜のトンネルを作りだし、町中を桜色に染め
上げます。日没からはライトアップが行われ、昼
とは違う美しさの夜桜を楽しむことができます。

期間   4 月 20 日㈯～ 5 月 5 日㈰㈷
場所   角館武家屋敷通り、桧木内川堤ほか

問   仙北市観光情報センター
　　　　「角館駅前蔵」　☎ 54-2700
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
。
こ
の
言
葉
に
皆

さ
ん
は
ど
う
思
い
、感
じ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

バ
リ
ア
（
障
壁
）
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
大
き
く
４
つ
に
分

か
れ
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
や
道
路
、
建

物
な
ど
が
利
用
者
に
困
難
を
も
た
ら
す

『
物
理
的
な
バ
リ
ア
』。
障
が
い
を
抱
え
る

人
が
社
会
の
ル
ー
ル
や
制
度
に
よ
っ
て
、

小 林 裕 高

能
力
以
前
の
段
階
で
機
会
の
均
等
を
奪
わ

れ
る
『
制
度
上
の
バ
リ
ア
』。
情
報
の
伝

え
方
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
必
要
な
情

報
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
平
等
に
得
ら

れ
な
い
『
文
化
・
情
報
の
バ
リ
ア
』。
そ

し
て
、
周
囲
か
ら
の
心
な
い
コ
ト
バ
や
、

偏
見
、
差
別
、
無
関
心
な
ど
、
障
が
い
を

抱
え
る
人
を
受
け
入
れ
な
い
『
意
識
上
の

バ
リ
ア
』。
と
、
物
理
、
制
度
、
文
化
・

情
報
、
意
識
の
４
つ
で
す
。

　

一
般
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
と
建

築
的
、
物
理
的
な
バ
リ
ア
を
連
想
し
や
す

い
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
障

が
い
を
抱
え
る
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ

に
抱
え
る
障
が
い
は
違
い
ま
す
。
１
０
０

人
の
障
が
い
を
抱
え
る
人
が
存
在
す
れ
ば

１
０
０
通
り
の
『
バ
リ
ア
』
が
存
在
し
ま

す
。
す
べ
て
を
フ
リ
ー
に
す
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
か
ら
の
社
会

生
活
で
必
要
と
な
る
の
が
、
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ん
で
す
ね
。

　
『
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
』
と
は
偏
見
や

固
定
観
念
な
ど
自
分
た
ち
の
心
の
中
に
潜

む
目
に
は
見
え
な
い
壁
を
な
く
し
、年
齢
、

性
別
、
国
籍
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
住
み
よ
い
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
目

指
す
た
め
、
正
し
い
知
識
を
理
解
し
、
バ

リ
ア
を
抱
え
る
人
の
身
に
な
っ
て
行
動
を

す
る
こ
と
で
す
。

　

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
る
障
が
い

は
違
い
ま
す
。
困
っ
て
い
そ
う
な
人
が
い

た
ら
、
ど
う
お
声
か
け
し
よ
う
…
と
、
行

動
に
移
し
た
く
て
も
移
せ
な
い
人
も
多
く

い
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
と
き
は「
大

丈
夫
で
す
か
？
」
で
は
な
く
、「
私
に
な

に
か
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」と
、

けん引式車椅子補助器「JINRIKI」利用者に寄り添う小林さん（左）。

仙北市地域おこし協力隊コラム

お
声
か
け
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
バ
リ
ア
を

フ
リ
ー
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
バ

リ
ア
に
フ
ィ
ッ
ト
（
寄
り
添
う
）
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
は
な
く
、
バ
リ
ア

フ
ィ
ッ
ト
。
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
そ

う
い
う
コ
ト
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
手
伝

お
う
と
思
っ
て
声
を
か
け
て
も
断
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ガ
ッ
カ
リ
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
を
か
け
て
も
自

分
で
や
り
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ

の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
見
守
っ
て
あ
げ
る

（
手
伝
わ
な
い
）
こ
と
も
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
（
バ
リ
ア
フ
ィ
ッ
ト
）
だ
と
思
い
ま

す
。

　

春
に
な
り
、
桜
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り

ま
す
。
国
内
外
か
ら
、
連
日
多
く
の
観
光

客
で
賑
わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
バ
リ

ア
フ
ィ
ッ
ト
）
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
世

界
の
人
々
に
ほ
っ
こ
り
と
し
た
優
し
い
気

持
ち
で「
ま
た
仙
北
市
に
来
た
い
」と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
ち
な
み
に
英
語
で
は
「M

ay I help 

you?

」（
私
に
な
に
か
で
き
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
）
で
す
。
こ
れ
は
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
マ
ナ
ー
協
会
の
岸
田
ひ
ろ
実
さ
ん
の

受
け
売
り
で
す
。

心のバリアフリー。

　

３
月
24
日
、角
館
町
の
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー

デ
ン
で
仙
北
市
体
育
協
会
（
佐
々
木
健
会
長
）

が
主
催
す
る
「
平
成
30
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー

ツ
賞
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り

競
技
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
功
労
者
や
各
種

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
39
個
人
、
７

団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

【
受
賞
者　

※
敬
称
略
・（　

）
は
競
技
種
目
】

▼
功
労
賞　

新
目
久
雄
（
陸
上
）

▼
栄
光
賞　

伊
藤
雅
英
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）・

澤
山
輝
和
（
同
）・
新
山
基
紀
（
同
）・
武
田

利
美
（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
）・
鈴
木

健
祐
（
陸
上
）・
村
田
一
人
（
同
）・
藤
原
健

介
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）・
田
口
清
音
（
同
）・
大

桃
克
也
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）・
藤
本
拓

也
（
同
）・
藤
原
シ
ゲ
子
（
陸
上
）・
門
脇
睦

美
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）・
木
元
美
禪
（
空
手
）・
佐
々

木
竜
生
（
同
）

▼
奨
励
賞　

木
元
晴
樹
（
水
泳
）・
木
元
穂

香
（
同
）・
石
川
才
稀
（
同
）・
木
元
ひ
な
た

（
同
）・
草
彅
夢
来
（
同
）・
湯
澤
蓮
（
空
手
）・

高
橋
凛
（
同
）・
新
田
悠
仁
（
同
）・
佐
々
木

雄
（
同
）・
湯
澤
慶
太
郎
（
同
）・
田
口
悠
歩
（
柔

道
）・
齊
藤
絆
花
（
レ
ス
リ
ン
グ
）・
齊
藤
武

生
（
同
）・
田
村
喜
羅
斗
（
陸
上
）・
藤
川
空

宙
（
同
）・
鎌
田
匠
人
（
柔
道
）・
千
葉
大
和
（
水

泳
）・
高
橋
陽
（
同
）・
三
嶋
弥
千
瑠
（
同
）・

高
橋
慶
多
（
空
手
）・
金
谷
大
雅
（
同
）・
田

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式牧

勇
我
（
同
）・
岩
田
光
（
同
）・
髙
橋
優
斗
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
）

▼
団
体
奨
励
賞　

角
館
高
校
男
子
弓
道
部（
弓

道
）、
角
館
高
校
女
子
弓
道
部
（
弓
道
）、
角

館
高
校
定
時
制
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
）

▼
団
体
奨
励
賞　

角
館
柔
人
ク
ラ
ブ（
柔
道
）、

角
館
柔
人
ク
ラ
ブ
女
子
団
体
（
柔
道
）、
中
仙

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
）、
Ｆ
Ｃ
角
館
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ
ジ
ュ
ニ

ア
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）

今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
宮
城
県
仙
台
市
で
仕
事

の
傍
ら
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
し
て
も
活

動
し
て
い
る
松
田
千
明
さ
ん
は
、
笑

顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
「
自
分
が
生
ま

れ
育
っ
た
場
所
で
歌
う
の
は
と
て
も

安
心
感
が
あ
る
。
温
か
い
雰
囲
気
で

緊
張
も
せ
ず
歌
う
こ
と
が
で
き
て
、

観
客
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
27
日
、田
沢
湖
図
書
館
で「
魅

惑
の
映
画
音
楽
～
ふ
た
た
び
～
」
と

題
し
て
、
映
画
の
主
題
歌
や
挿
入
歌

を
歌
と
演
奏
で
綴
る
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
、
約
30
人
の
方
々
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
田
沢
湖
神
代
出

身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
松
田
千
明
さ

ん
、
ｏ
ｔ
ｏ
を
楽
し
む
会
代
表
の
安

藤
満
里
さ
ん
、
同
会
の
倉
持
千
惠
子

さ
ん
ら
が
、
歌
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

映
画
「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」

の
「
踊
り
明
か
そ
う
」
な
ど
全
16
曲

を
披
露
し
、
詰
め
か
け
た
方
々
は

力
強
い
歌
声
や
華
麗
な
演
奏
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

歌
と
演
奏
で
綴
る

魅
惑
の
映
画
音
楽
～
ふ
た
た
び
～

伸
び
や
か
で
綺
麗
な
歌
声
を
披
露
す
る
松
田
千
明

さ
ん
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
は
、
安
藤
満
里
さ
ん
（
右
）

の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
倉
持
千
惠
子
さ
ん
（
左
）
の

ピ
ア
ノ
演
奏
に
あ
わ
せ
た
松
田
千
明
さ
ん（
中
央
）

の
歌
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ

【問合せ】 《戸籍関係》
　　　　　市民生活課市民係（角館庁舎）   ☎43-3307
　　　　　 《ごみ関係》
　　　　　市民生活課環境保全係（角館庁舎）☎43-3308

ールデンウィーク期間中の各種証明
書・届け出とごみの受け入れおよび各
施設の業務案内について

ゴ

 各種証明書、戸籍の届け出 

　4月27日㈯から 5月6日㈪の期間中、各種証明書の交付

は行いませんが、5月1日㈬㈷のみ市民生活課（角館庁舎）

の窓口に限り住民票・印鑑証明の交付を行います（田沢湖

庁舎と西木庁舎で交付は行いません）。また、戸籍届出（死

亡届他）の窓口は休日、祝日、夜間体制で通常どおり受付

します（夜間受付窓口は角館庁舎）。

※マイナンバーカードをお持ちの方は、住民票と印鑑証明のコン

ビニ交付サービスを受けることができます。

 ごみの受け入れについて 

　北部ごみ処理センター（旧仙北市環境保全センター）で

は、ゴールデンウィーク期間の月曜日～金曜日（8時30分

～ 16時30分）にごみの受け入れを行います。

 ▼受け入れ可能なごみ…可燃ごみ、資源ごみ（缶・ペット

ボトル・古紙類）、粗大ごみ

※各地区のごみの収集については、「家庭ごみ収集カレンダー」を

ご確認ください。

※一般廃棄物最終処分場は 4月27日㈯から 5月6日㈪まで休み

となります。

※
資
材
の
み
を
支
給
、
工
事
費
用
は
地
元
負
担
と
な

り
ま
す
。
１
申
請
あ
た
り
10
万
円
を
上
限
と
し
、

年
度
を
通
じ
て
１
回
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
支
給
対
象
事
業
は
申
請
順
を
基
本
と
し
ま
す
が
、

地
域
的
偏
差
が
認
め
ら
れ
る
と
市
長
が
判
断
し

た
場
合
は
、
当
該
事
業
を
対
象
と
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
方
法
／
資
材
の
支
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
団
体
は
、
左
記
募
集
期
間
内
に
資
材

支
給
申
請
書
を
市
長
あ
て
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
書
用
紙
は
、
建
設
課
お
よ
び
各
地
域
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.sem

b
oku.a

kita
.jp/new

s_
topics/

w
hatsnew

.php?id=1156

）
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
４
月
１
日
㈪
～

●
資
材
支
給
日
／
事
業
着
手
の
前
日
ま
で
に

施
工
場
所
へ
運
搬
し
て
支
給
し
ま
す
。

　
市
民
が
参
加
し
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
維
持
整
備
を
行
う
場

合
、こ
れ
に
必
要
な
資
材
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者
／
仙
北
市
在
住
の
市
民
で
、
市
長
が

適
当
と
認
め
る
団
体
（
市
民
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
）

●
対
象
と
な
る
事
業
場
所
／
認
定
道
路
以
外

の
道
路
で
、
公
共
性
の
高
い
道
路
お
よ
び

地
域
が
共
同
で
使
用
す
る
水
路
な
ど

●
重
複
補
助
の
禁
止
／
農
林
部
局
で
募
集
し
て

い
る
交
付
金
事
業
（
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
な
ど
）
と
同
じ
場
所
を
対
象
と
し
た
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
物
お
よ
び
対
象
件
数
／
側
溝
な
ど
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
、
砂
利
、
砕
石
、
舗

装
用
材
な
ど
。
た
だ
し
、
消
耗
品
的
な
も

の
は
対
象
外
。

市
民
参
加
型
イ
ン
フ
ラ
維
持
整
備
事
業
へ
の

資
材
支
給
の
募
集
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】
建
設
課 

管
理
係
（
西
木
庁
舎
） 

☎
（
43
）２
２
９
４

 

▼

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
難
病
患
者
の

方
●
利
用
券
に
つ
い
て
／

　
５
０
０
円
券
と
１
０
０
円
券
で
、
合
計

１
万
５
千
円
分
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

年
度
内
で
あ
れ
ば
自
由
に
利
用
で
き

ま
す
。

●
申
請
窓
口
／
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁

舎
）、
田
沢
湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
、

各
出
張
所

●
必
要
な
も
の
／

　
印
鑑
、
障
害
者
手
帳
ま
た
は
特
定
医

療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

仙
北
市
障
が
い
者
（
児
）

タ
ク
シ
ー
利
用
券
給
付
事
業

　
在
宅
の
障
が
い
者
な
ど
の
外
出
支
援

を
図
る
た
め
、
障
が
い
者
な
ど
が
利
用

す
る
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
の
一
部
と

し
て
利
用
券
を
給
付
し
て
お
り
、
平
成

31
年
度
分
の
申
請
は
４
月
よ
り
次
の
窓

口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象
に
な
る
方
／
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
（
施
設
入
所
者
は
除
く
）

 

▼

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
を

お
持
ち
の
方

 

▼

療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

 

▼

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

お
持
ち
の
方

タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
を

給
付
し
ま
す

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課

（
西
木
庁
舎
） 

☎
（
43
）２
２
８
８

●
賃
金
／
時
給
７
９
０
円
（
日
給
６
３
２
０

円
）

●
募
集
期
限
／
４
月
19
日
㈮

●
そ
の
他
／
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
、
交

通
費
支
給
（
２
キ
ロ
以
上
）

●
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹

介
状
と
履
歴
書
を
添
え
て
、
角
館
公
民

館
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
９
時
～

17
時
）
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

不
可
）。

※
面
接
の
日
時
お
よ
び
場
所
は
応
募
者
へ
通

知
し
ま
す
。

●
業
務
内
容
／
公
民
館
業
務
の
事
務
補

助
、
施
設
維
持
管
理
補
助
、
環
境
整

備
補
助

●
募
集
人
数
／
１
人

●
募
集
要
件
／
必
要
資
格
は
特
に
な

し
。
た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
エ

ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）
の
で
き
る
方
、

草
刈
機
お
よ
び
除
雪
機
の
使
用
が
で

き
れ
ば
尚
可
。

●
雇
用
期
間
／
５
月
１
日
㈬
㈷
～
10
月

31
日
㈭
（
期
間
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

●
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
15
分

仙
北
市
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
角
館
公
民
館

（
小
野
崎
家
） 

☎
（
54
）１
１
１
０

い
ま
す
。
関
係
機
関
や
民
間
団
体
と
の
協
働

に
よ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
全
庁
的
か
つ
総

合
的
な
見
地
か
ら
自
殺
対
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民

の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

※
仙
北
市
自
殺
対
策
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w

.city.sem
boku.a

kita
.jp/

governm
ent/keikaku/index.htm

l

）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
仙
北
市
で
は
、
自
殺
対
策
基
本
法
の
改
正

に
よ
り
、「
仙
北
市
自
殺
対
策
計
画
～
い
の
ち

輝
く
仙
北
市
の
実
現
を
目
指
し
て
～
」
を
平

成
31
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
国
の
定
め

る
「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」
お
よ
び
「
秋
田
県

自
殺
対
策
計
画
」
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
昨
年

５
月
に
１
５
０
０
人
の
市
民
を
対
象
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る

意
識
調
査
」
に
も
と
づ
い
た
内
容
と
な
っ
て

仙
北
市
自
殺
対
策
計
画
」
が

完
成
し
ま
し
た

【
問
合
せ
】
保
健
課

（
角
館
町
中
菅
沢
） 

☎
（
55
）１
１
１
２

「

 各施設の業務案内 　※不明な点は各施設にお問い合わせください。

施設名 開庁（館）時間
27日
㈯

28日
㈰

29日
㈪

30日
㈫

１日
㈬

２日
㈭

３日
㈮

４日
㈯

５日
㈰

６日
㈪

▼市役所 各庁舎・出張所 8:30 ～ 17:15 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▼市民生活課（角館庁舎） 8:30 ～ 17:15 休 休 休 休 上記
参照 休 休 休 休 休

▼各公民館・総合開発センター
8:30 ～ 22:00

（桧木内地区公民館は
21:00 まで）

休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▼北部ごみ処理センター 8:30 ～ 16:30 休 休 休 休 休 休 休

▼仙北市民会館 9:00 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▼田沢湖図書館 9:00 ～ 18:00 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▼学習資料館（総合情報センター内）
9:00 ～ 17:00

（27日は19:00まで）
休 休 休 休

▼市立田沢湖病院

5月2日午前のみ

内科・外科診療

受付時間

7:00 ～ 11:30

休 休 休 休 休
午前
のみ 休 休 休 休

休

▼市立角館総合病院
休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

※期間中は、救急外来（24時間救急体制）のみ実施し、小児救急体制を一部拡充します ( クレジットカードでの医療費の支払いはできかねます）。

また、院内の売店、レストラン、ATM なども休業予定です。人工透析は一部実施しますので、詳細は透析室へお問い合わせください。

▼認定こども園・認可保育所

▼放課後児童クラブ

7:30 ～ 18:30
（事前に利用申請した方）

休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
▼仙北市堆肥センター 9:00 ～ 15:00 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

※家畜排泄物の受入れ、堆肥の販売（40ℓ袋と軽トラバラの自己受け取りのみ）はしますが、堆肥の配達・堆肥の散布は行いません。

▼角館樺細工伝承館

▼角館町平福記念美術館

▼新潮社記念文学館

9:00 ～ 17:00
（入館は 16:30 まで）

休
休

休
休

休
休

休

▼田沢湖クニマス未来館

▼思い出の潟分校
9:00 ～ 16:00 休 休 休

施設名 開庁（館）時間
27日
㈯

28日
㈰

29日
㈪

30日
㈫

１日
㈬

２日
㈭

３日
㈮

４日
㈯

５日
㈰

６日
㈪

休日診療対応

職員は不在ですが、施設は開放しています

救急対応のみ実施

期間中は休まず開館します

特別開館
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▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ

仙北市内全ての公共施設の建物内とその敷地内が全面禁煙となりました。

問合せ 仙北市財政課  ☎43-1114

4月1日
から

公共施設の敷地内が全面禁煙となりました

方
に
対
し
、
支
持
ま
た
は
反
対
す
る
活
動
を

目
的
と
す
る
団
体

④
公
の
秩
序
を
乱
し
、
若
し
く
は
不
当
な
行
為

な
ど
法
に
違
反
す
る
暴
力
団
ま
た
は
そ
の
構

成
員
の
統
制
下
に
あ
る
団
体

●
補
助
金
の
額
／
新
規
事
業
の
他
、
事
業

を
継
続
さ
れ
る
場
合
は
審
査
の
う
え
次

の
と
お
り
支
援
し
ま
す
。

 

▼

新
規
事
業
／
原
則
と
し
て
、
補
助
金
対
象

経
費
総
額
の
３
分
の
２
と
し
、
30
万
円

を
上
限
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
仙
北
市

総
合
戦
略
の
移
住
・
定
住
、
少
子
化
対
策

(

基
本
目
標
２
・
３)

に
係
る
取
組
事
業
の

場
合
は
、
40
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

 
▼

継
続
事
業
／《
２
年
目
事
業
》
補
助
金
対

象
経
費
総
額
の
２
分
の
１
と
し
、
22
万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

　《
３
年
目
事
業
》
補
助
金
対
象
経
費
総
額
の

３
分
の
１
と
し
15
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
／「
仙
北
市
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
提
案
型
補
助
金
事
業
」
申
請
書

な
ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
提
示
し
ま

す
。
ま
た
、「
仙
北
市
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
提
案
型
補
助
金
事
業
」
募
集
要

項
を
各
地
域
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所
に

設
置
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
／
市
民
等
団
体

は
、
仙
北
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
（
審
査
会
）
の
場
で
届
出
の

事
業
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
事
業
の
説
明
を
し
ま
す
。
そ
の

際
は
、
代
表
者
お
よ
び
事
務
担
当
者
の

出
席
を
必
須
と
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
団
体
な
ど
が
実
施
す
る

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支
援
す
る
た
め
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
応
募
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
提
案
事
業
の
審
査
が
あ
り

ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
早
め
の
事
前
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
事
業
／
市
民
等
団
体
が
地
域

の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、

自
ら
企
画
し
実
施
す
る
ま
ち
づ
く
り
事

業
　
例
え
ば
…

 

▼

環
境
美
化
活
動
や
安
心
・
安
全
な
地
域

環
境
を
整
備
す
る
事
業

 

▼

地
域
に
伝
わ
る
芸
能
や
文
化
な
ど
地
域

住
民
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
芸
能

な
ど
を
継
承
し
伸
張
さ
せ
る
事
業

 

▼

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
地
域
の
連
携

を
強
化
し
、
地
域
内
の
交
流
を
促
進
す

る
た
め
の
事
業
な
ど

　
こ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
団
体
／
▼

市
民
の
福
祉
向
上
お

よ
び
利
益
の
推
進
を
目
的
と
す
る
非
営

利
の
団
体
で
、
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ

て
い
る
団
体 

▼

活
動
拠
点
を
市
内
に
有

し
、
市
内
で
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
団

体 

▼

規
約
、
会
則
な
ど
が
あ
り
、
適
正

に
会
計
処
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
団
体

※
地
域
運
営
体
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
次
の
団

体
は
除
き
ま
す
。

①
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
活
動
ま
た
は
そ
れ
に

反
対
す
る
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体

②
特
定
の
政
党
に
つ
い
て
、
支
持
ま
た
は
反
対

す
る
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体

③
特
定
の
公
職
の
候
補
者
ま
た
は
公
職
に
あ
る

仙
北
市
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
提
案
型
補
助
金
事
業
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
１
２

の
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い
・
予
定

し
て
い
な
い
方

●
助
成
金
額
／
ど
ち
ら
も
２
万
１
０
０
０

円
を
限
度
（
年
度
内
で
１
回
の
み
）

●
受
診
医
療
機
関
／
▼

市
立
角
館
総
合
病

院 

▼

市
立
田
沢
湖
病
院 

▼

大
曲
厚
生
医

療
セ
ン
タ
ー

※
受
診
希
望
の
方
は
、
直
接
医
療
機
関
に
予
約

を
し
て
か
ら
助
成
金
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
窓
口
で
受
診
日
の
確
認
を
し
ま
す
。

●
受
付
期
限
／
平
成
32
年
３
月
31
日
㈫

●
持
参
す
る
も
の
／
国
民
健
康
被
保
険
者

証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
、
印
鑑

●
受
付
場
所
／
市
役
所
各
庁
舎
、
各
出
張

所
の
国
保
担
当
窓
口

※
申
請
を
し
な
い
で
受
診
し
、
費
用
を
全
額
支

払
っ
た
場
合
で
も
、
年
度
内
に
申
請
す
れ
ば

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
印
鑑
、
領
収
書
、
金
融
機
関
の
通
帳

を
持
参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
仙
北
市
で
は
、
病
気
の
早
期
発
見･

早

期
治
療
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
国

民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助

成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
を
活
用
し
て
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
、
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者
／【
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
】

 

▼

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

年
齢
が
当
該
年
度
で
35
歳
以
上
75
歳
未
満

（
後
期
高
齢
者
医
療
対
象
者
除
く
）の
方

 

▼

前
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
さ
れ
て

い
る
方 

▼

保
健
課
実
施
の
特
定
健
診
を

受
診
し
て
い
な
い
・
予
定
し
て
い
な
い
方

【
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
】

 

▼

仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
で
、
当
該
年
度
に
国
保

の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

 

▼
前
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
完
納
さ
れ
て
い
る
方 

▼

保
健
課
実
施

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

《
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
》

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係
（
角
館
庁
舎
） 

☎
（
43
）３
３
１
６

納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
収
納
推
進
課
、
税
務
課
、
角
館
・

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー（
正
面
玄
関
か
ら

お
入
り
く
だ
さ
い
）

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

   

各
金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
税
務
課
、
地

   

域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
お
よ
び
各
種

料
金
な
ど
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

の
た
め
に
夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
な
ど
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
あ
わ
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
４
月
25
日
㈭ 

17
時
15
分
～
19
時

※
各
種
料
金
な
ど
を
納
付
す
る
場
合
は
、
必
ず

夜
間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】
収
納
推
進
課 

収
納
推
進
係

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
２
３

月末開設ではないためご注意を！

ご協力をお願いします。
　

４
月
１
日
は
、
朝
か
ら
新
採
用
者
へ
の
辞
令

交
付
や
来
客
対
応
で
し
た
。
ま
た
、
市
内
各
庁

舎
で
訓
示
を
行
う
予
定
も
あ
り
、
新
元
号
を

知
っ
た
の
は
、
角
館
庁
舎
で
の
お
話
が
終
わ
っ

た
後
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
各
社
は
総
理
官
邸
か
ら

映
像
を
リ
ア
ル
配
信
し
て
い
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く

の
国
民
は
、
自
身
も
歴
史
的
な
場
面
に
立
ち

会
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
各
庁
舎
で
次
の
よ
う
な
お

話
を
し
ま
し
た
。「
今
日
、
こ
の
後
す
ぐ
新
元
号

が
発
表
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
で

す
。
そ
ん
な
元
年
に
ふ
さ
わ
し
い
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
達
成
感
を
共
有
で
き
る
仕
事
、
そ
し
て

未
来
の
仙
北
市
の
土
台
に
な
る
仕
事
を
、
市
民

と
市
役
所
が
１
つ
に
な
っ
て
進
展
さ
せ
る
、
そ

ん
な
年
度
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
。

　

さ
ら
に
、「
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
の
流
儀
を

持
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
幾
つ
か
改
め

て
欲
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
役
所
の
都

合
（
職
員
の
都
合
）
を
市
民
に
押
し
つ
け
な
い

こ
と
。
ま
た
、
他
の
部
署
の
職
員
が
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
る
仕
事
に
、
足
を
引
っ
張
る
よ
う

な
無
責
任
な
発
言
を
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
職

場
の
働
き
方
改
革
を
進
め
た
い
こ
と
で
す
。
仙

北
市
が
目
指
す
働
き
方
改
革
は
、
市
の
成
長
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
職
場
の
成
長
、

そ
し
て
個
人
の
幸
せ
の
両
立
で
す
。
新
し
い
時

代
を
迎
え
る
の
で
す
か
ら
、
私
た
ち
も
心
機
一

転
で
す
」
と
、
こ
ん
な
内
容
で
す
。

　

新
元
号
「
令
和
」
に
込
め
ら
れ
た
思
い
は
、

「
人
々
が
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま

れ
育
っ
て
欲
し
い
。
そ
し
て
次
の
時
代
を
担
う

若
者
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲
か

せ
る
、
そ
ん
な
希
望
に
満
ち
た
日
本
を
目
指
そ

う
」
と
い
う
も
の
。
日
ご
ろ
か
ら
「
仙
北
市
役

所
は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
夢
を
咲
か
せ
る
土
に

な
ろ
う
」
と
お
話
し
て
い
る
こ
と
に
通
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
市
内
は
間
も
な
く
花
紀
行
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
外

の
ご
友
人
に
も
お
声
か
け
を
い
た
だ
く
な
ど
、

誘
客
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に

桧
木
内
川
堤
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
昭
和
９
年

に
現
天
皇
陛
下
の
ご
誕
生
記
念
で
植
樹
さ
れ
た

サ
ク
ラ
で
す
。
平
成
の
終
わ
り
に
、
そ
し
て

国
民
に
添
い
続
け
た
現
天
皇
陛
下
に
思
い
を
寄

せ
、
国
指
定
名
勝
の
サ
ク
ラ
の
ト
ン
ネ
ル
を
歩

い
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
だ
っ
て
そ
れ
は
、

今
年
の
春
で
し
か
叶
わ
な
い
お
花
見
で
す
か

ら
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
平
成
が
終
わ
る
春
に
…
』

まちづくり
市長の

日　記
No.148

　
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
以
下
、
Ｆ
Ｃ
）
の
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
昨
年
度
は
、
秋
田
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ

た
映
画
作
品
が
話
題
に
上
り
ま
し
た
。
今

年
も
秋
田
が
映
画
で
盛
り
上
が
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　
年
度
末
の
３
月
14
日
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
」
秋
田
県
誘
致
推
進
協
議

会
担
当
者
会
議
が
秋
田
市
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
協
議
会
は
、
平
成
28
年
12
月
か

ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
か
く
の
だ
て

Ｆ
Ｃ
や
県
内
の
Ｆ
Ｃ
が
初
め
て
こ
の
協
議

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
県
、
市
町
村
、
経
済

団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
Ｆ
Ｃ
も
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
協
議
会
の
活
動
が
更
な
る
発
展
を

遂
げ
る
よ
う
に
期
待
し
ま
す
。

　
協
議
の
後
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局

の
吉
野
真
史
局
長
と
映
画
「
デ
イ
ア
ン
ド

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

ナ
イ
ト
」
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
伊
藤
主

悦
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
講
演
を
お
聴
き
し

ま
し
た
。

　
吉
野
局
長
か
ら
の
「
秋
田
の
課
題
が
魅

力
に
な
り
得
る
」「
秋
田
の
課
題
も
魅
力
発

信
の
チ
ャ
ン
ス
」と
い
う
内
容
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
藤
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

か
ら
は
、
２
０
１
６
年
に
公
開
さ
れ
た
映

画
「
古
都
」
の
撮
影
の
際
に
、
半
年
前
か
ら

京
都
に
住
み
込
ん
で
い
た
こ
と
を
お
聴
き

し
、
強
い
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
理

由
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
京
都

に
つ
い
て
、
何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
、

撮
影
の
前
に
、
で
き
る
だ
け
知
り
た
か
っ

た
か
ら
だ
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域

が
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
わ
か
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
素
晴
ら
し
い
映
像
作
品
を
創
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

制
作
者
と
地
域
を
繋
ぐ
役
割
が
Ｆ
Ｃ
だ
と

改
め
て
感
じ
、
今
後
の
Ｆ
Ｃ
の
活
動
に
も

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）NHK ドラマの誘致の会議に参加。
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生
涯

学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に学

習
生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

第90号

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

教育委員会 教育総務課内　北浦教育文化研究所  ☎43-3387KITAURA № 90

　
３
月
１
日
、
６
年
生
を
送
る
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
５
年
生
の
佐
藤
琴
心
さ

ん
が
「
今
ま
で
全
校
の
た
め
に
、
頑

張
っ
た
６
年
生
に
感
謝
を
伝
え
、

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
準
備
し

ま
し
た
」
と
述
べ
、
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
６
年
生
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
入
学
当
初
の
か
わ
い
ら
し
い
写

真
な
ど
の
６
年
間
の
思
い
出
を
振

り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
、
一

人
ひ
と
り
の
特
徴
を
よ
く
捉
え
た

６
年
生
の
似
顔
絵
づ
く
り
な
ど
で
、

６
年
生
だ
け
で
な
く
、
在
校
生
か

ら
も
歓
声
が
上
が
り
、
終
始
笑
顔

あ
ふ
れ
る
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
在
校
生
か
ら
心
の
こ
も
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
、
そ
の

お
返
し
と
し
て
６
年
生
が
ダ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。
思
い
お
も
い

の
仮
装
に
身
を
包
ん
だ
ダ
ン
ス
は

と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
ア
ン
コ
ー

ル
で
は
、
６
年
生
と
一
緒
に
全
校

児
童
が
楽
し
く
踊
り
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
６
年
生
の
５
人
の
代
表

が
「
５
年
生
が
リ
ー
ド
し
て
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
大
変

な
時
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る

生
保
内
小
学
校

生
保
内
小
学
校
に
し
て
く
だ
さ

い
。
全
校
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
生
保
内
小
学
校
の
全
校
の
結
び

付
き
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
月
７
日
、
６
年
生
を
送
る
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
年
生
が
手
を
つ
な
い
で
６
年

生
を
席
ま
で
案
内
し
て
、
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
始
め
に
各
学
年
か
ら
の
発
表
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
１

年
生
は
全
員
で
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
、
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
エ
ー
ル
を
６
年

生
に
送
り
ま
し
た
。
２
、３
年
生
は

６
年
生
を
「
お
い
も
」
に
見
立
て
た

「
お
い
も
の
て
ん
ぷ
ら
」
と
い
う
手

遊
び
で
、
笑
顔
で
ふ
れ
合
っ
て
い

下級生の手作りプレゼントに感激。

ま
し
た
。
４
、５
年
生
は
元
気
い
っ

ぱ
い
の
ダ
ン
ス
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
学
年
か
ら
手
作
り
の
写

真
立
て
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
が
贈

ら
れ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て

い
ま
し
た
。

　
次
に
、
伝
言
ゲ
ー
ム
や
鬼
ご
っ

こ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
な
ど
を
全

校
で
仲
よ
く
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
６
年
生
が
在
校
生
に

「
楽
し
い
会
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
在
校
生
の
一
人

ひ
と
り
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
終
わ
り
に
５
年
生
の
門
脇
み
な

み
さ
ん
が
「
残
り
少
な
い
小
学
校
生

活
で
す
が
、
私
た
ち
と
仲
よ
く
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
て
会
を

閉
じ
ま
し
た
。
心
温
ま
る
、
と
て

も
和
や
か
な
時
間
を
共
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
田
沢
湖
地
域

を
代
表
す
る
民

謡
「
生
保
内
節

元
唄
（
正
調
生

保
内
節
）」
の
唄

い
方
を
基
本
か

ら
学
び
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●

日
時
／
５
月
14
日
、
29
日
、
６
月
11
日
、

25
日
、
７
月
９
日
、
23
日
、
８
月
６
日
、

22
日
、
９
月
３
日
、
17
日
（
全
10
回
）　

19
時
～
20
時
30
分

●

場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●

講
師
／
加
藤
喜
美
雄
氏
（
第
１
回
生
保
内

節
全
国
大
会
優
勝
者
）、
石
橋
政
文
氏

●

受
講
料
／
無
料

●

申
込
開
始
／
４
月
17
日
㈬
～

●

問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

地
元
の
民
謡
を
学
び
ま
せ
ん
か

角
館
中
学
校
生
徒
会
執
行
部
の
皆
さ
ん
。

　
３
月
26
日
に

西
木
町
小
山
田

地
区
で
、
写
真

撮
影
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
講
師
に
高
橋

覚
さ
ん
（
あ
お

ば
写
真
館
）
を

迎
え
、
少
し
肌

寒
さ
を
感
じ
る

中
、
内
陸
線
の

走
る
姿
を
風
景

と
一
緒
に
収
め
た
り
、
身
近
に
咲
い
て
い
る
福

寿
草
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
や
光
の
度
合
い
に
合

わ
せ
て
撮
っ
た
り
す
る
な
ど
、
技
術
を
高
め
な

が
ら
も
楽
し
そ
う
に
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
写
真
好
き
な
方
が
多
く
、
講
師
か
ら

教
わ
る
撮
影
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
皆
さ
ん
感
心
し
、

よ
り
一
層
写
真
へ
の
思
い
を
強
く
し
た
撮
影
会

と
な
り
ま
し
た
。

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぼ
う

　
仙
北
市
民
を
対
象
と
し
た
次
の
公
民
館
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は

申
込
期
間
の
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
窓
口
か
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

一緒に練習しませんか。

生
徒
会
活
動
を
経
験
し
た
か
っ

た
。
先
を
想
定
し
て
活
動
し
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
会
長
の
鈴
木
威
武
生
さ

ん
（
３
年
生
）
は
「
全
校
生
徒
が

気
持
ち
よ
く
、
不
安
な
く
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

り
よ
い
学
校
を
目
指
し
た
い
」
と

力
強
く
意
気
込
み
を
述
べ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
教
育
委
員
会
だ
よ

り
で
は
、
市
内
各
小
・
中
学
校
の

普
段
の
活
動
の
様
子
も
順
次
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
角
館
中
学
校
生
徒

会
執
行
部
の
皆
さ
ん
か
ら
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
昨
年
の
11
月
に
先
輩
た
ち
か

ら
引
き
継
ぎ
、
集
会
な
ど
の
企

画
・
運
営
を
中
心
に
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
２
月
に
行
わ
れ
た

新
入
生
体
験
入
学
で
は
、
新
入

生
に
生
徒
会
活
動
な
ど
の
様
子

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
執
行
部
２
年
目
と
な
る
３
年

生
の
川
越
聖
来
さ
ん
や
千
葉
天

さ
ん
は
「
先
輩
の
よ
う
に
は
ま

だ
ま
だ
で
き
な
い
」
と
い
い
な

が
ら
も
、「
分
か
ら
な
い
こ
と
を

し
っ
か
り
分
か
る
よ
う
に
伝
え

た
い
」「
新
し
い
こ
と
に
も
取
り

組
み
た
い
」
と
述
べ
、
新
た
に
意

見
箱
を
設
置
し
、
活
動
に
生
か

す
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。
新

た
に
加
わ
っ
た
２
年
生
の
鎌
田

宇
朗
さ
ん
は
「
中
学
生
と
し
て

桧
木
内
小
学
校

じゃんけん列車で盛り上がりました。

　

写 

真
撮
影
会

　
生
涯
学
習
活
動
紹
介

　

民 

謡
教
室

　
　（
生
保
内
節
元
唄
教
室
） 

残雪と内陸線を狙ってパシャ！

　
今
年
の
「
に
し
き
の
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
１
０
５
一

斉
植
栽
」
は
５
月
26
日
に

行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成 31 年度花いっぱい運動推進事業

に
し

き
のフ
ラワー

ロード105一斉

植
栽

5月26日㈰

　
地
域
の
花
壇
な
ど
に

花
の
植
栽
を
す
る
集
落
・

団
体
な
ど
へ
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
苗
を
配
布

し
ま
す
。
詳
し
く
は
次

回
広
報
５
月
１
日
号
へ

掲
載
し
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

春の訪れを告げる福寿草。

福寿草にピントをあわせて撮影。

市内各小・中学校で、卒業を前に卒業生への感謝の気持ちを伝える会が
行われました。その中から小学校２校の様子を紹介します。

これまでの
感謝を込めて

角
館
中
学
校 

生
徒
会

～
参
加
者
が
撮
影
し
た
写
真
か
ら
～
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な
な い

ろ通信

仙北市
版ネウボラ

【電話相談／仙北市保健課】

《固定電話》 ☎ 55-1112  《携帯電話》 080-2813-0835

妊
娠

出
産

乳
幼
児
期

フィンランド語で「相談する場所」が日本語に
近い意味。フィンランドでは、「ネウボラ」とし
て、かかりつけの担当者や専門職が、妊娠期か
ら就学期まで切れ目なくサポートしています。

ネ ウボ ラ っ て？

相
談
相
談

募
集
募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

食事で防ごう ! 糖尿病の発症と悪化
生活習慣病重症化予防事業

『糖尿病栄養教室』
　糖尿病食は特別な食事ではなく健康食

といわれています。糖尿病食の基本を知

り、健康づくりに役立ててみませんか？

興味のある方はぜひご参加ください。

【日時】4月26日金 13:30 ～ 15:00

　（受付13:15 ～）

【場所】西木保健センター

【内容】仙北市管理栄養士による講話

【申込・問合せ】仙北市保健課  ☎55-1112

Ａ

親
が
子
ど
も
の
前
で
ス
マ

ホ
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
、

子
ど
も
の
興
味
や
関
心
を
無
視

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

親
の
使
い
方
を
見
て
子
ど
も
は

ま
ね
を
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
家

族
で
使
い
方
を
決
め
ま
し
ょ

う
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
子
育
て
に
関

わ
る
す
べ
て
の
大
人
が
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

ル
ー
ル
づ
く
り 

ポ
イ
ン
ト 

1
「
い
つ
、
ど
れ
く

ら
い
」
を
決
め
る

ポ
イ
ン
ト 

2

家
族
で
約
束
が
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

 

子
ど
も
と
の
約
束
例 

▼
ス
マ
ホ
を
使
う
時
間
は
「
○

時
か
ら
○
分
」「
時
計
の
針
○

○
」 

▼
見
た
い
と
き
、
使
い
た

い
と
き
は
大
人
に
確
認
す
る 

▼
お
ふ
と
ん
に
入
っ
た
ら
使
わ

な
い 

▼
ご
は
ん
や
お
や
つ
の

時
は
使
わ
な
い 

▼
人
が
話
し

て
い
る
時
は
使
わ
な
い

 

保
護
者
が
で
き
る
こ
と 

▼
フ
ィ
ル
タ
リ
イ
ン
グ
を
活
用

し
ま
し
ょ
う 

▼
ゲ
ー
ム
や
ア

プ
リ「
○
歳
以
上
」の
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
（
年
齢
区
分
マ
ー
ク
）
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、

ス
マ
ホ
）
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
乳
幼
児
期

か
ら
使
い
方
や
生
活
習
慣
に
ど

う
取
り
入
れ
る
か
の
約
束
ご
と

を
家
族
み
ん
な
で
決
め
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

 

よ
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問 

Ｑ

仕
事
や
家
事
が
し
た
い
の

で
つ
い
、
子
ど
も
だ
け
で
使
わ

せ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
大
丈
夫

で
す
か
？

Ａ

不
適
切
な
情
報
に
ふ
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
親
子
の
会
話
や
体
感
で
感

情
や
社
会
性
を
育
て
る
機
会
を

奪
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
だ
け

で
ス
マ
ホ
を
使
う
の
は
、
避
け

ま
し
ょ
う
。

　
乳
幼
児
期
に
五
感
（
見
る
、

聞
く
、
嗅
ぐ
、
味
わ
う
、
ふ
れ

る
）
を
育
て
る
た
め
に
、
ス
マ

ホ
に
頼
ら
ず
に
体
感
で
子
ど
も

の
能
力
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
感
情
表
現
豊
か
な
子
に
育

つ
た
め
に
は
、
目
を
合
わ
せ
て

双
方
向
の
喜
怒
哀
楽
を
楽
し
む

こ
と
が
必
要
で
す
。

Ｑ

ス
マ
ホ
が
生
活
か
ら
切
り

離
せ
ま
せ
ん
。
何
に
気
を
つ
け

た
ら
い
い
で
す
か
？

と

子
育
て

ス
マ
ホ

午前０時から午後９時までの間に継続して 15 分以上の運動やスポー
ツなどを行った住民の参加率（％）を対戦自治体と競うものです。

5月29日（水）開 催 ！

　当日は、グラウンドゴルフ大会やラジオ体操、早朝ウォーキングな
どのイベントを実施する予定です。普段、運動している人はもちろん、
運動していない人もイベントに参加したり、自宅で軽く運動してみて
はいかがですか？気分転換や心身のリフレッシュになると思います。
　報告は、回収箱、電話、ファックス、メールで受け付けます。皆さ
んの参加報告をお待ちしています！

　    仙北市チャレンジデー実行委員会事務局（仙北市スポーツ振興課内）☎ 43-3390問

facebook 仙北市のチャレンジデー情報は公式 facebook ページから
https://www.facebook.com/sembokucity.challengeday

詳しくは今後の広報、市ホームページなどでお知らせしますのでぜひご覧ください！

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

企業コレクションによる日本近代洋画展

名品と出会う
　角館町平福記念美術館では、平成最後の展覧会として日

本近代洋画の作品展を開催します。今回は、多くの名品を

所蔵されている公益社団法人糖業協会からご協力をいただ

き、日本の著名画家による洋画作品 60 点を公開します。

この機会に貴重な洋画作品をぜひご鑑賞ください。

【会期】4月17日水 ～ 6月23日日 （会期中無休）

【開館時間】9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）

【場所】角館町平福記念美術館

【入館料】一般（高校生以上）300円、

　小人（小・中学生）200円  ※仙北市民は無料

【問合せ】角館町平福記念美術館  ☎54-3888

2019
4.17［水］

6.23［日］
会期中無休
午前9時～午後5時
（入館は4時30分まで）

仙北市立角館町平福記念美術館
※仙北市民は無料

入館料／一般（高校生以上） 　　　　  
小人（中学生以下）

300円                           
200円

〒014 -0334 秋田県仙北市角館町表町上丁4-4  
TEL.0187-54-3888  FAX.0187-54-3890

Hirafuku Suian & Hyakusui

同
時
開
催

　常
設
展

平
福
穂
庵
・
百
穂
展

安井曽太郎「女と犬」

企
業
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
日
本
近
代
洋
画
展

主　催／仙北市　仙北市教育委員会
主　管／仙北市立角館町平福記念美術館
協　力／公益社団法人糖業協会

同時開催 常設展

「平福穂庵・百穂展」

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

打掛と女道具展
　角館樺細工伝承館では、「打掛と女道具展」を開催して

います。華やいだ春の婚礼シーズンに向けて、江戸時代後

期から大正時代にわたる花嫁衣装と、櫛・笄などの髪飾り

といった女性が使用した道具類を展示しています。また、

女性にちなんで、佐竹北家に伝世する享保雛や様々な人形

類、道具類も展示しています。

【会期】6月16日日 まで（会期中無休）

【開館時間】9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）

【場所】角館樺細工伝承館

【入館料】大人（高校生以上）300円、小人（小・中学生）

150円  ※団体割引あり・仙北市民は無料

【問合せ】角館樺細工伝承館  ☎54-1700

市民総参加健康づくりの日

チャレン
ジデー 2019

（人口 17,292 人、参加 5 回目）神奈川県大井町対戦相手

チャレンジデー
とは ?

スポーツで明るく元気な仙北市！

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

ロボットトラクターの自動耕起デモンストレーション
　仙北市では、農業分野における様々な課題を解決する手法の 1 つとして、近未来技術

を活用した「スマート農業」を推進しています。このたび、農事組合法人生保内南（理事

代表 荒木田俊一さん）のほ場をお借りして、ロボットトラクターの自動耕起デモンスト

レーションを実施することになりました。この機会にぜひ未来の農業を体感してください。

【日時】4月28日日  ▼ 1回目 11:00 ～ ▼ 2回目 13:00 ～

※悪天候の場合は、　5月2日木 に延期します。

　当日の問合せは、☎43-1111までお願いします。

【場所】赤石会館付近のほ場（田沢湖生保内字赤石）

【問合せ】仙北市地方創生・総合戦略室  ☎43-3315
手倉野

四十程

田向

堂田

雄勝生コン㈱

至盛岡

至角館

会場 赤石会館

草彅家住宅

国道 46 号

生保内川

平成31年第4回

お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が

服用している薬のことなどお薬の相談会

を行います。家に残っている薬の整理（持

参した場合）や家庭用医薬品などお薬の

ことなら何でも相談にのります。お気軽

にご相談ください。

【日時】4月23日火 15:00 ～ 16:30

【場所】クオール薬局田沢湖店

【問合せ】クオール薬局田沢湖店

　☎43-9189

▼ ▼ ▼Consultation相　談

あきたスマートカレッジ
県立学校開放講座

韓国語講座（入門～初級）
受講生募集中

【期日】5月21日・28日・6月4日・

11日・18日・25日・7月2日・9日・

16日（毎回火曜日）

【時間】18:00 ～ 19:30

【場所】角館高校駒草キャンパス（旧角館

南高校校舎）

【対象】講座に対し、興味関心のある方

【講師】千宰涓氏

【受講料】1回420円

　（まとめて納付していただきます。ただ

し、学生は無料）

【定員】25人程度

【申込・問合せ】角館高校定時制課程（駒

草キャンパス）担当：教頭 大石

　☎54-1366

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

赤地に松竹梅鶴亀模様打掛（江戸）

佐竹北家姫君着用打掛

おしらせ
ナビ
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「にっぽん縦断 こころ旅」お手紙募集
　今年で 9 シーズン目を迎える NHK-BS プレミアムで放送の「にっぽん縦断 こころ旅

（2019 春の旅）」。古都奈良県をスタートし、三重、愛知、静岡、長野、山梨、埼玉、群

馬へと北上、日本海側の新潟、山形、秋田、そこから北海道への 13 週間の旅をします。  

　番組では、皆さんからのお手紙で旅のルートを決定するため、市内の「忘

れられない風景や何気ない風景、思い出の風景」などにまつわる手紙を募集

しています。

【秋田県の放送予定】7 月 1 日 月 ～ 5 日 金 

【応募期限】5 月 20 日 月 必着

【応募内容】住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思い出の場所、風景にまつわるエピソード

【応募方法】 ▼番組ホームページから http://nhk.jp/kokorotabi

　 ▼ FAX 03-3465-1327  ▼郵送  〒150-8001 NHK「こころ旅」係

【問合せ】NHK ふれあいセンター ☎0570-066-066  または  ☎050-3786-5000

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集 ▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

いつも秋田内陸線を応援いただき
ありがとうございます

角館駅窓口営業時間変更
のお知らせ
　今般、弊社では、経営環境が大きく変

化していることを受けて、営業に関わる体

制の見直しを図るため、角館駅の窓口営業

時間を下記のとおり変更させていただきま

す。あわせて、秋田内陸線旅行センターで

取り扱いしてきたＪＲ乗車券類の販売につ

いても 4 月 26 日金 をもって終了します。

　ご利用のお客さまには一部ご不便・ご迷

惑をおかけしますが、引き続き、安全安定

輸送を前提としたお客さまサービスの向上

に努めてまいりますので、ご理解の程、よ

ろしくお願いします。

【内陸線角館駅営業時間（4月1日～）】

　毎日9:00 ～ 16:50

【JR 乗車券類の販売終了】4月26日金

【問合せ】秋田内陸縦貫鉄道㈱運輸部

　☎0186-82-3231

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

相
談
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介護保険事務所から

地域密着型サービス事業所の公募および説明会について

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

【公募の趣旨】

　大曲仙北広域市町村圏組合では、介護保険事業計画にもとづき、地域密着型サービス

事業所の基盤整備を進めています。本公募は、公正に事業者を選定・指定し、より優良

な介護サービスを確保するために実施するものです。

【公募する地域密着型サービス】

事業の種類 整備期間（整備数）

看護小規模多機能型居宅介護

2019年度～ 2020年度

（各1事業所）

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

認知症対応型共同生活介護

小規模多機能型居宅介護

【応募要件】 ▼設置主体は法人であること（看護小規模多機能型居宅介護は病床を有する

診療所の開設者でも可）  ▼整備期間内に事業の開始が可能であること  ▼介護保険法第

78条の2第4項各号に該当しないこと  ▼公募に係る説明会に参加すること

【公募に係る説明会】 ▼《日時》5月14日火 10:00  ▼《場所》大仙市役所仙北庁舎3階 第

1会議室  ▼《申込期限》5月9日木 17:00

※法人名、参加者名、電話番号、開設を希望する事業名、開設予定地、開設予定時期を

明記し、下記あてに FAX でご連絡ください（参加人数は1法人2人まで）。

【問合せ】介護保険事務所 指導監査班  ☎0187-86-3913  FAX 0187-86-3914

善意ありがとうございます
【仙北市へ防災用品の寄贈】敬称略

◆全国共済農業協同組合連合会秋田県本部

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、

次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】4 月 24 日水 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第 2 研修室

【相談員】久島憲晴弁護士

【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談）

▼サラ金・クレジットなど多重債務のご

相談

▼中小企業・個人事業に関するご相談

▼高齢者・障がい者に関するご相談

▼交通事故に関するご相談

▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し

てください。

【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1日先着5人。1人30分以

内。（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～

14:35  ③14:40 ～ 15:10  ④15:15

～ 15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）　

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼Consultation相　談

仙北市食生活改善推進員

（食
しょっかい

改さん）募集 !

　仙北市食生活改善推進員協議会では、

自分と家族の健康づくりを兼ねて、地域

で活動する「食改さん」を募集しています。

興味がある方は、保健課までご連絡くだ

さい。

【食生活改善推進員（食改さん）とは？】

　『私たちの健康は私たちの手で』という

スローガンのもと、食を通した健康づ

くりに取り組んでいるボランティア団

体です。

【活動内容】年に数回の研修会（調理実習

など）、食育活動、イベントでの生活習

慣病予防活動など

【年会費】1,000円

【募集期限】４月30日火

【申込・問合せ】仙北市保健課  ☎55-1112

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

その病気、その症状は石
アスベスト

綿
が原因かもしれません。
　ご家族に肺がんや中皮腫などで亡くな

られた方はいませんか？息切れ、胸が苦

しいなどの症状が出ていませんか？

　石綿による疾病と認定された場合、各

種給付を受けることができます。お心あ

たりのある方は、下記までご相談くださ

い。

【問合せ】 ▼秋田労働局労災補償課

　☎018-883-4275

▼お近くの労働基準監督署

長崎県大村市、茨城県常陸太田市、秋田市

『姉妹都市・交流都市
物産展』
　今年も角館の

桜まつりの期間

にあわせて、そ

れぞれの地元名産品を中心に、姉妹都市・

交流都市の魅力を発信する物産展が開催

されます。ぜひこの機会に、ご家族・ご

友人・ご近所さまなどお誘い合わせのう

え、お越しください。

【日時】4月27日 土・28日 日

　両日 10:00 ～ 16:00

【場所】市役所角館庁舎前

【参加都市】長崎県大村市、茨城県常陸太

田市（27 日のみ）、秋田市

【問合せ】仙北市企画政策課

　☎43-1112

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

お酒との上手な付き合い方

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

1日のお酒の適量を守る
　適量とは、純アルコールに換算して 1日当たり

20g です（分解にかかる時間は男性4時間、女性5
時間が目安です）。

1日の適量の目安（純アルコール 20g）

ビール
焼酎

（25度）
日本酒 ウィスキー ワイン チューハイ

中ビン
１本

500ml

0.5合

100ml

1号

180ml

ダブル
1杯
60ml

グラス
2杯

200ml

1缶

350ml

 ※1日に飲むのはこれらいずれか1つ分です。

女性・高齢者は少なめに（適量の半分が目安です） 

　男性に比べて、女性や高齢者は血中アルコール

濃度が高くなりやすく、その分、身体を傷めたり

依存を速めます。

お酒を飲むと顔が赤くなる人は少なめに
　日本人の半数は、少量の飲酒後に顔が赤くなっ

たり、心臓がドキドキしたりします。これは生ま

れつきの体質です。この体質の方はアルコールの

分解が遅く、がんや様々な臓器に障害を起こしや

すいといわれています。

　　お酒と上手に付き合い健康を守るためのコツ

　適度な飲酒は疲労感を和らげ、また、人間

関係を円滑にする効果もあります。しかし、

過度な飲酒は体や心の健康に悪影響を与える

ほか、アルコール依存症の原因になる可能性

があります。

　春になり歓送迎会やお花見などお酒を飲む機

会が増える季節になりましたが、お酒を健康の

味方にするのも、敵にするのも飲み方次第です。

健康を守りながらお酒を楽しむためにもお酒の

ことを知り上手に付き合いましょう。

食事と一緒にゆっくりと
　空腹時に飲んだり、いっきに飲んだりすると、

血液中のアルコールの濃度が急速に上がり、悪酔

いをしたり身体に悪影響が出たりします。一緒に

食べる食事やおつまみは塩分と脂肪分を控えてバ

ランスよく選び、アルコールを含めてカロリーオー

バーにならないように食べることが理想的です。

寝酒は極力控える  

　寝酒は、一時的に眠気を誘いますが、眠りが浅

くなるなど結果的によい睡眠が得られません。ま

た、寝酒をくり返すと同じアルコールの量では眠

気を感じなくなり、どんどん飲酒量を増やすとい

う悪循環を招きますので、寝酒は極力控えること

をおすすめします。

週に2日は休肝日をつくる  

　週に 2日は肝臓をアルコールから解放しま

しょう。肝臓を休め回復させるためには 48時

間の禁酒が効果的といわれています。休肝日が

難しい場合は 1日の飲酒量を減らすことから始

めてみましょう。

健康ワ
ンポイン

ト

おしらせ
ナビ

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI
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４/
１７ 水

●企業コレクションによる日本近代洋画展「名品と出会う」（角館町平福記念美術館 9:00

～ 17:00 ※入館は 16:30 まで） P13  6 月 23 日まで  

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 4/1･P25

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 4/1･P27

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00）

4/1･P27

１８ 木 ●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 4/1･P27

１９ 金
●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 4/1･P19

●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30 頃） 4/1･P25

２０ 土

●かたくり群生の郷  P2  5 月 3 日まで  

●角館の桜まつり P2  5 月 5 日まで  

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 4/1･P17

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） 4/1･P17

２１ 日 ●春の一斉クリーンアップ（各地区・町内など 6:00 ～） 4/1･P15

２２ 月 ●こころの相談（角館交流センター 13:30 ～ 14:30、15:00 ～ 16:00） 4/1･P25

２３ 火
●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店 15:00 ～ 16:30） P13

●かだれ（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 4/1･P25

２４ 水
●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P14

●消費税軽減税率制度説明会（角館交流センター 13:30 ～ 15:30） 4/1･P27

２５ 木
●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P8

●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 4/1･P19

２６ 金
●糖尿病栄養教室（西木保健センター 13:30 ～ 15:00 ※受付は 13:15 ～） P13

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 4/1･P27

２７ 土
●長崎県大村市、茨城県常陸太田市、秋田市『姉妹都市・交流都市物産展』（市役所角館

庁舎前 10:00 ～ 16:00） P14

２８ 日

●ロボットトラクターの自動耕起デモンストレーション（赤石会館付近のほ場 1 回目 11:00

～、2 回目 13:00 ～） P13

●長崎県大村市、茨城県常陸太田市、秋田市『姉妹都市・交流都市物産展』（市役所角館

庁舎前 10:00 ～ 16:00） P14

●奇跡のピアノコンサート vol.9（角館町平福記念美術館 11:00 ～ 11:30、13:30 ～ 14:00）

4/1･P27

２９ 月
●奇跡のピアノコンサート vol.9（角館町平福記念美術館 11:00 ～ 11:30、13:30 ～ 14:00）

4/1･P27

３０ 火
●奇跡のピアノコンサート vol.9（角館町平福記念美術館 11:00 ～ 11:30、13:30 ～ 14:00）

4/1･P27

５/
１ 水

●奇跡のピアノコンサート vol.9（角館町平福記念美術館 11:00 ～ 11:30、13:30 ～ 14:00）

4/1･P27

２ 木

３ 金
●奇跡のピアノコンサート vol.9（角館町平福記念美術館 11:00 ～ 11:30、13:30 ～ 14:00）

4/1･P27

４ 土
●奇跡のピアノコンサート vol.9（角館町平福記念美術館 11:00 ～ 11:30、13:30 ～ 14:00）

4/1･P27

５ 日
●奇跡のピアノコンサート vol.9（角館町平福記念美術館 11:00 ～ 11:30、13:30 ～ 14:00）

4/1･P27
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仙北市の花まつり

旬な情報チャンネル

仙北市地域おこし協力隊コラム

市役所からのお知らせ

まちづくり日記／かくのだてフィ
ルムコミッション ロケーションだ
より

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

仙北市教育委員会だより きたうら

仙北市版ネウボラ なないろ通信／
チャレンジデー 2019
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FK　広報担当者のつぶやきの
写真を三味線から手踊りで
使っている手ぬぐいと扇に変
えてみました。自宅で撮影し

たのですが、まずはテーブルとラグを大
移動させて撮影スタジオの完成。そして、
モデルさんは声をかけても動いてはくれ
ないので、撮る、脚立から下りる、角度
を変える、脚立に上る…の繰り返しをす
ること 30 分。そんな、撮影の裏側でした。

RI　新年号の記念すべき年に
" 新 " 社会人となりました。慣
れない早起きでの " 新 " 生活。
" 初 " 職場はどのような雰囲気

か、" 初 " 上司はどんな方なのか緊張し
ながらの " 初 " 車通勤。すべてが新しい
ことだらけですが、初心を忘れず頑張り
ますのでこれからよろしくお願いします。

SG　4 月 1日、新年度の慌た
だしさで新元号発表の時を忘
れ、「令和」と知ったのは発表
から約 30 分後でした。ドキド

キ感を味わいたかったのでちょっと残念
…。さて、広報係も新体制となり最初の
広報です。そして平成最後の発行。時代
の節目を感じつつ、これまでと変わらず
丁寧な広報作りを心がけていきますの
で、よろしくお願いします !
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